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新しいワクチン作成 

第１項 カルテ、予防接種などの表示用レイアウト全般で必要 

一般化ワクチン名の作成 

一般化ワクチン名はワクチン種類名でその種類には１個のみ定義してください。以下のワ
クチ ンは定義済みです。

<一般的なもの> 
麻しん風しんワクチン 日本脳炎ワクチン 四種混合ワクチン BCG ワクチン Hib ワクチ

ン サーバリックス ガーダシル 二種混合ワクチン おたふくかぜワクチン 水痘ワクチン
ロタリックス ロタテック インフルエンザワクチン HB ワクチン 肺炎球菌ワクチン 風し
んワクチン 麻しんワクチン HA DTaP COVID-19 （VRS） 成人用肺炎球菌
<その他>
成人用三種混合 成人用肺炎球菌 不活化ポリオワクチン 4 価髄膜炎菌ワクチン 黄熱ワク

チン 乾燥細胞培養痘そうワクチン 乾燥組換え帯状疱疹ワクチン（チャイニーズハムスタ
ー卵巣細胞由来） 乾燥組織培養不活化狂犬病ワクチン 成人用沈降ジフテリアトキソイド
沈降破傷風トキソイド（その他のものは予約出来ますが、公費請求としての定義は出来てい
ません。）

例として A 型肝炎ワクチンを追加してみます。ワクチンロット準備ワクチン発注など＞
一般化 ワクチン名と商品名＞新規と進めます。(図) 

ダイアログが現れますので「一般名」を選択します。(図) 
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次の画面です。A 型肝炎に対する一般名（HA ワクチン）と他のワクチンに重ならない

ように略称（HA）を付けます。(図) 

 
「OK」を押すと一般名がセットされます。(図) 

 
下部にある VRS は新型コロナのようにバーコード付の接種券が配布されるものは「VSR」

にチェックを入れておくと、バーコードリーダーにて接種券番号などの読み取りが出来る
ようになります。 

 
商品名（製品名）データの作成 
 
発注表への登録 例；A 型肝炎ワクチン 
ここでは A 型肝炎ワクチンの商品名データを追加してみます。ワクチンロット準備ワク

チン発注など＞一般化ワクチン名と商品名＞新規と進めます。(図) 
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ダイアログが出ますので「商品」を選択します。(図) 

 
商品名、個数、備考、JAN コード、ワクチン種類、採用不採用を入力します。採用をチ 

ェックすると、r_ワクチン種類が表示されて、発注時のワクチンの商品名に反映します。(図) 

 
終われば、発注表を見てみます。ワクチン menue の「発注」ボタンを押します。(図) 

 
次の画面です。発注先や必要あれば備考を入力しておいてください。(図) 
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共通 

 フィールド定義 
 
フィールド定義 HPV_ロタ_COV_種類 HPV_ロタ_COV_種類 
 
製品が１つのワクチン種に複数存在するとき 例；COVID-19 追加 ロタウイルス用のワク
チンならロタリックス、ロタテックがあり、あるいは、新型コロナウイルス用のワクチンな 
らファイザー、モデルﾅ、アストラゼネカなど多数ある場合のフィールド定義です。 
 
内容) 
カルテ一覧レイアウト（名前も「_COV」をその時に追加）では、ワクチンによっては製品
が複数ある時にそれぞれ表示して間違わないようします。 (図) 

 
予防接種一覧レイアウト、例はアストラゼネカ社のもので「あ」の表示が出ています。(図) 
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定義） 
Vac_YoyakuList>予防接種予約_TABLE> HPV_ロタ_COV_種類 HPV_ロタ_COV_種類に
定義されています。カスタム順位の表示順で中ほどにありますので探してください。(図) 

 
例えば、COVID-19 ではボトルのふたの色が違いますので、間違ったときに少しでも気づ
くようにファイザー、モデルﾅ、アストラゼネカのふたの色で字の色で表示するようにして
います。(図) 

 
 
 
フィールド定義 Vac_Karute>処方名人＞ フィールド定義の追加 
 
ロットなどワクチン表示用 

新しいワクチンの際には必要な一連のフィールド定義がありますので既存のワクチンの
フィールド定義群を見つけて複製し、改変します。 

表示順の作成順で、一番下の方にある DTaP のフィールド群を右下のボタン 【コピー】
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と【貼り付け】で複製し COVID-19 用にしています。(図) 

 
 
フィールド定義フィールド「ワクチン一字 」の変更 例；COVID-19 追加 
 
Vac_Karute＞処方名人＞ フィールド 表示順「作成順」で次のような位置にありますので、
開いてください。(図) 

 
次のように COVID-19 のものを追加します。(図) 
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フィールド定義ワクチン枠色分の変更 例；COVID-19 追加 
 
Vac_YoyakuList>予防接種予約_TABLE> フィールド定義 

表示順「カスタム順位」で下 1/3 位のところのワクチン枠色分を開きます。(図) 

 
COVID-19 用に加えます。（前もってフィールド定義で「g_ワクチン枠種 24」も加えて

おきました。）(図) 

 

 

 スクリプト定義 

 
W 本日_単独 to 複数 5 ワクチンとロット_event 正式名_【Vac】 の変更 例；COVID-

19 追 加 
Vac_Karute＞スクリプトワークスペース 
上記の「W 本日_単独 to 複数 5 ワクチンとロット_event 正式名_【Vac】 」をコピー

してスクリ プトワークスペースの検索スペースにペーストして見つけます。(図) 
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青く表示されたところが今回の見直す部分です。(図) 

 
スクリプト下方の部分 ５ヶ所を以下のように訂正します。ワクチン Pro では 5 個まで

同時に出来るようにしています。(図) 

 

 
一覧フィールド入力ワクチン_Vac_【Vac】の変更 例；COVID-19 追加 
Vac_Karute＞スクリプトワークスペース 
「一覧フィールド入力ワクチン_Vac_【Vac】 」をコピーしてスクリプトワークスペース

の検索スペースにペーストして見つけます。青く表示されたところが今回の見直す部分で
す。COVID-19 の部分を追加しています。(図) 
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W 本日_ワ COV 枠作成 24_event_【Vac】の変更 例；COVID-19 追加 
Vac_Karute＞スクリプトワークスペース 
スクリプト W 本日_ワ DTaP 枠作成 23_event_【Vac】をコピー(ctrl+c)し、貼り付け

(ctrl+v)してその名前や内容を COVID-19 用に変更します。(図) 

 

 
W 本日_選択しワクチン枠に_event_fp7 正式名_【Vac】の変更 例；COVID-19 追加 
Vac_Karute＞スクリプトワークスペース 
W 本日_選択しワクチン枠に_event_fp7 正式名_【Vac】に、前項 COVID-19 の「W 本

日_ワ COV 枠作成 24_event_【Vac】」を追加します。同時に５までの表示が出来るように 
なっており、図はワクチン１のものですが、5 までありますので、下に下ろしてあと 4 ヶ
所同様に追加します。(図) 
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予防接種所見記載時ロット記入_【Vac】の変更 例；COVID-19 追加 
Vac_Karute＞スクリプトワークスペース 
上記の「予防接種所見記載時ロット記入_【Vac】 」をコピーしてスクリプトワークスペ

ースの 検索スペースにペーストして見つけます。青く表示されたところが今回加える部分
です。COVID-19 の上の DTaP をコピー(ctrl+c)し、 貼り付け(ctrl+v)して内容を変更し
ました。(図) 

 
 
└予防接種所見記載時_ワクチン種表示の変更 例；COVID-19 追加 
Vac_Karute＞スクリプトワークスペース 
「予防接種」をスクリプトワークスペースの 検索スペースに入力します。青く表示され

たところが今回加える部分です。COVID-19 の上の DTaP の部分をコピー (ctrl+c)し、貼
り付け(ctrl+v)して内容を変更しました。(図) 
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Barcode_読み取りの変更 例；COVID-19 追加 
Vac_Karute＞スクリプトワークスペース 
上記の「Barcode_読み取り」をコピーしてスクリプトワークスペースの検索スペースにペ

ーストして見つけます。(図) 
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第２項 ワクチン在庫計算から発注に必要 

 
フィールド定義レイアウト変更スクリプト定義 
 
Vac_YoyakuList のフィールド定義とレイアウトとスクリプトの変更 例；COVID-19 追

加 
予防接種予約_TABLE で期間_COV、在庫_COV、発注_COV を、次のように DTaP 用

のものを複製して作成します。（テキストグローバル）(図) 

 
予約一覧レイアウトに加えます。レイアウトモード(図) 

 
スクリプト「在庫表示を消去」にＣＯＶ用を追加。(図) 
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スクリプト「期間内ワクチン表示＿発注へ」にＣＯＶ用を追加。(図) (図) 

 

 

 
ワクチン発注のスクリプトの変更 例；COVID-19 追加 
わくちんのメニューの「わくちんロット準備ワクチンの発注など」ボタン＞発注＞スクリ

プトワークスペースの検索に「発注」を入れて、次のようにスクリプト「ワクチン注文_消
去し発注数代入 _予約から」を追加します。(図) 
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第３項 公費請求するワクチンに必要 

 
フィールド定義 
 
Vac_YoyakuLIst ファイルの予防接種予約_TABLE のフィールド定義(1) 例；A 型肝炎

ワクチン（例：A 型肝炎ワクチンは「HA」にしています) 
 
フィールド定義___新規に作成(図) 
(新わくちん名)請求単価、(新わくちん名)個人負担、(新わくちん名)番号、(新わくちん名) 

有、(新わくちん名)番号合計、(新わくちん名)小計、(新わくちん名)人数、(新わくちん 
名)_flg、(新わくちん名)何回目、(新わくちん名)__flg 間隔を新規にフィールド定義します。 

  
例は HA として請求単価、HA 個人負担、HA 番号、HA 有、HA 番号合計、HA 小計、HA

人数、 HA_flg、HA 何回目、HA_flg 間隔を追加します。※次回にあなたが新しいワクチン
を追加するときには、この HA 関連のフィールド定義を、請求単価から flg 間隔までの間を
全て選択し「コピー」ボタン、そのまま「貼り付け」ボタンを押すとコピーとして最終の項
目に追加されます。その後新しいワクチンの名称で変更してください。 

(新わくちん名)有と、(新わくちん名)何回目は計算内容も変えてください。 
HA 有 
If ( ワクチン = "HA" ; 1 ; 0 )  
HA 何回目 
Case ( (ワクチン = "HA") and (PatternCount ( 備考 ; "1 回目" )) ; "1" ; (ワクチン = 

"HA") and (PatternCount ( 備考 ; "2 回目" )) ; "2" ; (ワクチン = "HA") and (PatternCount 
( 備考 ; "3 回目" )) ; "3" ; "" ) 

 
フィールド定義___正式予防接種名の変更(図)(図) 
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下記のワクチンと正式予防接種名の対応の定義を追加 ;ワクチン = "HA";"HA" ;ワクチ
ン = "ミ HA";"接種不可 HA" ※これは公費請求を作成するときにも必要です。 

 
重要 フィールド定義(図)___個別予防接種コードの変更 この番号が重要 

 
使用する新しいワクチンの使用コードを作成します。新しい順番を取ります。使用してい

ないコードを使用してください。（HA は 37 番を取っています) 
; (正式予防接種名 = "HA")and (接種済み有無 = "済"); カルテＮＯ * 100 +37 
 
 
料金表の作成  例；A 型肝炎ワクチン 
わくちんのメニューの「予防接種料金」をクリックします。料金表が現れますのでフィー

ルド定義 します。(図) 
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簡単にフィールド定義するため、ムンプス_委託料から履歴ムンプス_接種不可請求額ま

でを「コピー」(ctrl+c)して「貼り付け」(crrl+v)しました。HA 用に名前を変更します。自
費_(新しいワクチン)の項目が連続でない場合もありますので忘れずに作成します。 （この
場合無いので一番下の自費_HA を追加しています。）(図) 

 
レイアウトモードにして HA の料金を加えます。ムンプス料金の部分をコピーしてその

下に加えました。(図) 

 
レイアウトモードにして自費部分も加えます。自費_HA が加わりました。(図) 
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スクリプト「年度改正」と「新年度記入前」に他のワクチン同様に新しいワクチンの部分

を既存のワクチン部分をコピーペーストなどして加えます。(図)(図) 

 

 
スクリプトトリガー用のスクリプトを準備します。今回は「全レコード同一内容に_ムン

プス」をコピーペーストして HA 用にしました。(図) 
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作ったスクリプトをレイアウトモードにてフィールド 自費_HA にトリガとして定義し
ました。(図) 

 

 
新しいワクチンを公費請求の計算式に加える 
Vac_YoyakuList.fmp12 の「公費の検索請求書作成」を押すとアラートが出ますので、「計

算式」を押します。(図) 

 
次のように全ての式に新しいワクチン関連を加えて計算の確認を取り保存します。(図) 
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同様に一部自己負担計算、請求単価計算も変更してください。詳しくは、ワクチン Pro マ

ニュアルの「公費請求・編集」を参照してください。さぬき市のものがデフォルトになって
いますので他の市区町村を全て削除して、複製し他の市町村用にした方が最も簡単です。 

 
フィールド定義 Vac_YoyakuLIst ファイルの予防接種予約_TABLE のフィールド定義

群の追加 例 ； COVID-19  
Vac_YoyakuLIst ファイルのファイル＞管理＞データベース(D)...を開きます。(図) 

 
最後(COV)の一連のフィールド定義を、Shift キーを使って選択し、赤枠のコピーをクリ

ックしま す。横の貼り付けをクリックし複製します。(図) 
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目的のワクチン用に変更します。終了時(図) 

 

 
Vac_YoyakuLIst ファイルの予防接種予約_TABLE のフィールド定義  
例；A 型肝炎ワクチン  
フィールド定義___請求金額の変更 HA の小計を加えています。+ HA 小計(図) 

 
 
フィールド定義___一般予防接種コードの変更 HA の定義を加えています。 
 ; (正式予防接種名 = "HA"); 37(図) 

 



p. 22 
 

第４項 予約 Robot に必要 

(例;ロタウイルスワクチンを加える場合) 
わくちんのメニューから、「予防接種マスタ」ボタンを押します。順番マスタが出ます。

今回は新しいワクチンの順番が加わるため、オリジナルからやり直す必要があります。オリ
ジナルのみ残してそこにロタウイルスワクチンを加えます。「オリジナルのみ」ボタンを押
します。(図) 

 
オリジナルのみを残す旨のダイアログが出ます。「OK」を押すとクライアント用に作った

複製は全部消去されます。（クライアントの複製はそのクライアントが予約 ROBOT を使っ
た場合に自動で出来ています）(図) 

 
よく似たワクチンを複製し、それをロタウイルスワクチン用にして増やすレコード分増

やして名前を自分で付け変更します。後のフィールド定義でこの名前を使用します。(図) 

 
 
フィールド定義）Vac_YoyakuLIst ファイルの予防接種マスター_TABLE のフィールド定

義 例； ロタリックス ロタテック 
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フィールド定義___ワクチン種コードの変更 予防接種予約_TABLE の個別予防接種コー
ドに対応出来るように同コードで登録します。 

; 予防接種名 = "ロタリックス 1 回目"; 35 
; 予防接種名 = "ロタリックス 2 回目"; 35 
; 予防接種名 = "ロタテック 1 回目"; 36 
; 予防接種名 = "ロタテック 2 回目"; 36 
; 予防接種名 = "ロタテック 3 回目"; 36(図) 

 
 
フィールド定義(図)___予防接種ファイル用名の変更 予防接種予約_TABLE のワクチン

に対応出来るように登録します。 
; GetAsNumber(ワクチン種コード) = 35; "ロタリ"  
; GetAsNumber(ワクチン種コード) = 36; "ロタテ"(図) 

 
 
重要 フィールド定義___カルテわくちん採用コードこの予防接種マスター_TABLE から
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予防接種予約_TABLE にインポートする際に必要です。 
; 予防接種名 = "ロタリックス 1 回目"; Get ( アカウント名 ) & GetAsText ( g_代入カル

テ 番号 * 100 + 1 )  
; 予防接種名 = "ロタリックス 2 回目"; Get ( アカウント名 ) & GetAsText ( g_代入カル

テ 番号 * 100 + 1 )  
; 予防接種名 = "ロタテック 1 回目"; Get ( アカウント名 ) & GetAsText ( g_代入カルテ

番 号 * 100 + 1 )  
; 予防接種名 = "ロタテック 2 回目"; Get ( アカウント名 ) & GetAsText ( g_代入カルテ

番 号 * 100 + 1 )  
; 予防接種名 = "ロタテック 3 回目"; Get ( アカウント名 ) & GetAsText ( g_代入カルテ

番 号 * 100 + 1 ) (図) 

 

 
フィールド定義(図)___わくちん種順番デフォルトコードの変更 ROBOT の予約作成時

にワクチン種としての順番を決めます。そのワクチン種の１回目の順番で決定されますが、
そのあとの２回目３回目などは１回目の順番に続くように取ってください。 

; 予防接種名 = "ロタリックス 1 回目"; 1 
; 予防接種名 = "ロタリックス 2 回目"; 2 
; 予防接種名 = "ロタテック 1 回目"; 3 
; 予防接種名 = "ロタテック 2 回目"; 4 
; 予防接種名 = "ロタテック 3 回目"; 5(図) 
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Vac_YoyakuLIst ファイルの予防接種予約_TABLE のフィールド定義 ROBOT で上手く

予定 がはいらない場合のポイント 
 
フィールド定義___個人用順番ソート用の変更をしてみます。 
ロタウイルスワクチンは次の様に定義すると上手くいきました。ROBOT で表示させる

ときポータル内でのソートの要素です。たとえば通常通りの順番で出す ためロタリックス
とロタテックを無視するように 37 以上にしています。 

 
Case ( (ワクチン = "MR2") and (IsEmpty ( 予防接種予約予定個人::接種日 ) = 1) ; 200  
;(ワクチン = "ムンプス") and (IsEmpty ( 予防接種予約予定個人::接種日 ) = 1) ; 300  
;(ワクチン_インポート時順番 ≥ 37/*ロタテック*/) and (IsEmpty ( 予防接種予約予定個 

人::接種日 ) = 1) ; 300 + ワクチン_インポート時順番  
;IsEmpty ( 個人用順番) = 1 ; 100  
; 個人用順番 ) (図) 
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